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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ス ク を 顔 に 固 定 す る た め の マ ス ク 固 定 具 で あ っ て 、
　 未 装 着 展 開 状 態 で 左 右 に 延 び た 第 １ 、 第 ２ 腕 部 を 有 し 、 装 着 時 に ユ ー ザ の 後 頸 部 ま た は  
後 頭 部 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 矩 形 の 中 央 支 持 部 と 、
　 展 開 時 に 前 記 第 １ 、 第 ２ 腕 部 か ら 斜 め 上 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 １ ベ ル ト で あ っ て 、  
装 着 時 に は 、 前 記 ユ ー ザ の 前 頭 部 に お い て 、 そ の 端 部 同 士 が 接 続 さ れ 、 左 右 対 称 に 長 さ 調  
整 可 能 な 一 対 の 第 １ ベ ル ト と 、
　 展 開 時 に 前 記 第 １ 、 第 ２ 腕 部 か ら 斜 め 下 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 ２ ベ ル ト で あ っ て 、  
装 着 時 に は 、 前 記 ユ ー ザ の 顔 の 前 面 に お い て 、 そ の 端 部 が マ ス ク 上 部 に 接 続 さ れ る 一 対 の  
第 ２ ベ ル ト と 、
　 展 開 時 に 前 記 中 央 支 持 部 か ら 斜 め 下 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 ３ ベ ル ト で あ っ て 、 装 着  
時 に は 、 前 記 ユ ー ザ の 顔 の 前 面 に お い て 、 そ の 端 部 が マ ス ク 下 部 に 接 続 さ れ る 一 対 の 第 ３  
ベ ル ト と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 腕 部 は 、 未 装 着 展 開 状 態 で 略 同 一 直 線 上 に 水 平 方 向 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ ベ ル ト が 前 記 第 １ 、 第 ２ 腕 部 に 対 し て な す 角 度 と 、 前 記 第 ２ ベ ル ト が 前 記 第 １  
、 第 ２ 腕 部 に 対 し て な す 角 度 と は 略 同 一 で あ り 、 前 記 第 ２ ベ ル ト 及 び 第 ３ ベ ル ト が 平 行 に  
形 成 さ れ 、
装 着 時 に お い て は 、 前 記 一 対 の 第 １ ベ ル ト と 前 記 中 央 支 持 部 と に よ り 鉢 巻 状 に 形 成 さ れ た  

請求項の数　6　（全12頁）
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輪 に ユ ー ザ の 前 頭 部 か ら 後 頭 部 に か け て の 頭 周 を 挿 入 し 、 ユ ー ザ の 頭 部 に 装 着 固 定 可 能 と  
な る マ ス ク 固 定 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 中 央 支 持 部 と 、 接 続 さ れ た 一 対 の 前 記 第 １ ベ ル ト と に よ っ て 形 成 さ れ た 輪 に 、 ユ ー  
ザ の 頭 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 マ ス ク を 取 付 け な い 状 態 で も 、 ユ ー ザ 頭 部 に 装 着 可 能 な 請  
求 項 １ に 記 載 の マ ス ク 固 定 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ ベ ル ト が 伸 縮 可 能 な 部 材 で 形 成 さ れ た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の  
マ ス ク 固 定 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ ベ ル ト は 、 表 面 と 裏 面 と で 、 素 材 、 色 、 ま た は デ ザ イ ン が 異 な る  
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の マ ス ク 固 定 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 、 第 ３ ベ ル ト の 少 な く と も い ず れ か 一 つ が 、 色 に よ っ て マ ス ク 接 続 部 と 対 応 づ  
け ら れ た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の マ ス ク 固 定 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ ベ ル ト の 少 な く と も い ず れ か 一 つ が 前 記 中 央 支 持 部 と 着 脱 可 能 に 構  
成 さ れ た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の マ ス ク 固 定 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ ス ク 固 定 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 技 術 分 野 に お い て 、 特 許 文 献 １ に は 、 防 塵 用 マ ス ク を 顔 の 前 面 に 固 定 す る た め の バ  
ン ド が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 2 0 0 3 - 2 9 9 7 4 4 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 文 献 に 記 載 の 技 術 で は 、 マ ス ク の 取 付 お よ び 取 り 外 し が 容 易 で は な  
か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に か か る マ ス ク 固 定 具 は 、
　 マ ス ク を 顔 に 固 定 す る た め の マ ス ク 固 定 具 で あ っ て 、
　 未 装 着 展 開 状 態 で 左 右 に 延 び た 第 １ 、 第 ２ 腕 部 を 有 し 、 装 着 時 に ユ ー ザ の 後 頸 部 ま た は  
後 頭 部 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 矩 形 の 中 央 支 持 部 と 、
　 展 開 時 に 前 記 第 １ 、 第 ２ 腕 部 か ら 斜 め 上 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 １ ベ ル ト で あ っ て 、  
装 着 時 に は 、 前 記 ユ ー ザ の 前 頭 部 に お い て 、 そ の 端 部 同 士 が 接 続 さ れ 、 左 右 対 称 に 長 さ 調  
整 可 能 な 一 対 の 第 １ ベ ル ト と 、
　 展 開 時 に 前 記 第 １ 、 第 ２ 腕 部 か ら 斜 め 下 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 ２ ベ ル ト で あ っ て 、  
装 着 時 に は 、 前 記 ユ ー ザ の 顔 の 前 面 に お い て 、 そ の 端 部 が マ ス ク 上 部 に 接 続 さ れ る 一 対 の  
第 ２ ベ ル ト と 、
　 展 開 時 に 前 記 中 央 支 持 部 か ら 斜 め 下 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 ３ ベ ル ト で あ っ て 、 装 着  
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時 に は 、 前 記 ユ ー ザ の 顔 の 前 面 に お い て 、 そ の 端 部 が マ ス ク 下 部 に 接 続 さ れ る 一 対 の 第 ３  
ベ ル ト と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 腕 部 は 、 未 装 着 展 開 状 態 で 略 同 一 直 線 上 に 水 平 方 向 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ ベ ル ト が 前 記 第 １ 、 第 ２ 腕 部 に 対 し て な す 角 度 と 、 前 記 第 ２ ベ ル ト が 前 記 第 １  
、 第 ２ 腕 部 に 対 し て な す 角 度 と は 略 同 一 で あ り 、 前 記 第 ２ ベ ル ト 及 び 第 ３ ベ ル ト が 平 行 に  
形 成 さ れ 、
装 着 時 に お い て は 、 前 記 一 対 の 第 １ ベ ル ト と 前 記 中 央 支 持 部 と に よ り 鉢 巻 状 に 形 成 さ れ た  
輪 に ユ ー ザ の 前 頭 部 か ら 後 頭 部 に か け て の 頭 周 を 挿 入 し 、 ユ ー ザ の 頭 部 に 装 着 固 定 可 能 と  
な る マ ス ク 固 定 具 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 装 着 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 装 着 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 装 着 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 装 着 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 装 着 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 装 着 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 蛇 腹 マ ス ク を 後 方 斜 め 上 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 例 示 的 に 詳 し く 説 明 す る 。 た だ  
し 、 以 下 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 構 成 要 素 は あ く ま で 例 示 で あ り 、 本 発 明 の 技 術 範  
囲 を そ れ ら の み に 限 定 す る 趣 旨 の も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ［ 第 １ 実 施 形 態 ］
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 と し て の マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ に つ い て 、 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。  
マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 人 工 呼 吸 器 用 マ ス ク 、 C P A P （ C o n t i n u o u s  P o s i t i v e  A i  
r w a y  P r e s s u r e ） や B i P A P （ B i p h a s i c  P o s i t i v e  A i r w a y  P r e s s u r e ） を 含 む 非 侵 襲 的 陽  
圧 換 気 N I P P V （ N o n - I n v a s i v e  P o s i t i v e  P r e s s u r e  V e n t i l a t i o n ） 用 マ ス ク 、 N 9 5 マ ス ク  
と い っ た 空 気 感 染 対 策 用 マ ス ク 、 衛 生 用 マ ス ク 、 防 じ ん マ ス ク 、 防 毒 マ ス ク な ど を 顔 に 固  
定 す る た め の 固 定 具 で あ る 。 マ ス ク は 、 フ ル フ ェ イ ス マ ス ク で も 、 鼻 の み の マ ス ク で も 、  
口 の み の マ ス ク で も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 マ ス ク に 取 り 付 け る 前 の マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ を 展 開 さ せ た 展 開 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ は 、 中 央 に お い て 各 種 ベ ル ト を 支 持 す る 中 央 支  
持 部 １ ０ １ と 、 中 央 支 持 部 １ ０ １ に 接 続 さ れ た ベ ル ト １ ０ ２ ～ １ ０ ７ と を 備 え る 。 中 央 支  
持 部 １ ０ １ と ベ ル ト １ ０ ２ ～ １ ０ ７ と は 、 色 や 素 材 、 材 質 が 同 じ 、 ま た は 異 な る 伸 縮 可 能  
な 部 材 で 形 成 さ れ 、 ６ 箇 所 の 縫 い 目 （ 突 き 合 わ せ 縫 い ） １ ０ ８ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。  
な お 、 縫 い 目 の 位 置 や 有 無 は 固 定 具 に 求 め る 機 能 や デ ザ イ ン 、 生 産 性 に 応 じ て 適 宜 変 更 し  
て も よ い 。 例 え ば 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る た め 縫 い 目 を 設 け ず 、 中 央 支 持 部 １ ０ １ と ベ ル ト  
１ ０ ２ ～ １ ０ ７ を 一 体 に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 縫 い 目 で は な く 、 フ ァ ス ナ ー 、 ボ タ ン 、  
フ ッ ク 状 の 部 材 、 ア イ ロ ン テ ー プ な ど で 中 央 支 持 部 １ ０ １ と ベ ル ト １ ０ ２ ～ １ ０ ７ と を 接  
続 し て も よ い 。 そ う す れ ば 、 ユ ー ザ の 顔 の 形 状 や 好 み に 応 じ て ベ ル ト １ ０ ２ ～ １ ０ ７ を 交  
換 可 能 と な る 。 こ の 際 、 ベ ル ト ご と に 色 や 素 材 、 材 質 、 デ ザ イ ン を 変 え て も よ い 。 こ の よ  
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う に ベ ル ト の 違 い を 非 言 語 的 に 表 現 す る こ と で 認 知 機 能 が 低 下 し て い る よ う な 高 齢 者 で も  
迷 う こ と な く 、 各 ベ ル ト を マ ス ク に ど の よ う に 接 続 す べ き か 簡 単 に 把 握 、 識 別 、 認 識 可 能  
に な る 。 例 え ば ベ ル ト １ ０ ４ ， １ ０ ５ を 同 色 に し 、 ベ ル ト １ ０ ６ 、 １ ０ ７ を 同 色 に し て 、  
そ れ ぞ れ 異 な る 色 と し て も よ い 。 あ る い は 、 ベ ル ト １ ０ ５ 、 １ ０ ７ を 同 色 に し て ベ ル ト １  
０ ４ 、 １ ０ ６ を 同 色 に し て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 中 央 支 持 部 １ ０ １ は 、 未 装 着 展 開 状 態 で 左 右 に 延 び た 腕 部 １ １ １ 、 １ １ ２ を 有 し 、 装 着  
時 に は 、 ユ ー ザ の 後 頸 部 ま た は 後 頭 部 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ベ ル ト １ ０ ２ 、 １ ０ ３ は 、 展 開 状 態 に お い て 、 腕 部 １ １ １ 、 １ １ ２ か ら 斜 め 上 方 向 に 延  
設 さ れ て お り 、 装 着 時 に は 、 ユ ー ザ の 前 頭 部 に お い て 、 そ の 端 部 同 士 が 接 続 さ れ て 、 中 央  
支 持 部 １ ０ １ と と も に 輪 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ベ ル ト １ ０ ４ 、 １ ０ ５ は 、 展 開 状 態 に お い て 、 腕 部 １ １ １ 、 １ １ ２ か ら 斜 め 下 方 向 に 延  
設 さ れ て お り 、 装 着 時 に は 、 ユ ー ザ の 顔 の 前 面 に お い て 、 そ の 端 部 が マ ス ク 上 部 に 接 続 さ  
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ベ ル ト １ ０ ６ 、 １ ０ ７ は 、 展 開 状 態 に お い て 、 中 央 支 持 部 １ ０ １ か ら 斜 め 下 方 向 に 延 設  
さ れ 、 装 着 時 に は 、 ユ ー ザ の 顔 の 前 面 に お い て 、 そ の 端 部 が マ ス ク 下 部 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ベ ル ト １ ０ ２ ～ １ ０ ７ の 先 端 に は 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） や V e l c r o （ 登 録 商 標 ）  
と し て 知 ら れ る 面 フ ァ ス ナ １ ２ １ ～ １ ７ １ が 設 け ら れ 、 中 央 支 持 部 １ ０ １ お よ び ベ ル ト １  
０ ２ ～ １ ０ ７ の 表 面 （ 装 着 時 に 外 側 に 向 く 面 ） は 、 面 フ ァ ス ナ １ ２ １ ～ １ ７ １ と 係 合 す る  
態 様 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ に 、 マ ス ク へ の 固 定 等 に 用 い ら れ る 部 品 を 取 り 付 け た 状 態  
を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ベ ル ト １ ０ ２ 、 １ ０ ３ の 先 端 は 、 と も に 、 接 続 部 材 と し て の 環 状 部 材 ２ ０ １ に 通 さ れ 、  
折 り 曲 げ ら れ て 面 フ ァ ス ナ １ ２ １ 、 １ ３ １ で ベ ル ト １ ０ ２ 、 １ ０ ３ の 表 面 に 貼 り 付 け ら れ  
て い る 。 ベ ル ト の 着 脱 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ベ ル ト １ ０ ２ ， １ ０ ３ の 厚 み は 、 ベ ル  
ト の 端 部 同 士 を 接 続 す る 接 続 部 材 よ り も 厚 く 形 成 さ れ て い て も よ い 。 腕 部 １ １ １ 、 １ １ ２  
を 含 む 中 央 支 持 部 １ ０ １ と ベ ル ト １ ０ ２ 、 １ ０ ３ と に よ っ て 鉢 巻 状 に 形 成 さ れ た 輪 ２ ０ ２  
に ユ ー ザ の 前 頭 部 か ら 後 頭 部 に か け て 任 意 の 頭 周 を ピ ッ タ リ 挿 入 す る こ と が で き る よ う に  
、 輪 ２ ０ ２ の 大 き さ を 調 整 で き る 。 一 対 の ベ ル ト １ ０ ２ 、 １ ０ ３ は 、 長 さ 調 整 可 能 な 状 態  
で 互 い に 接 続 さ れ 、 中 央 支 持 部 １ ０ １ と 、 接 続 さ れ た 一 対 の ベ ル ト １ ０ ２ 、 １ ０ ３ と に よ  
っ て 形 成 さ れ た 輪 ２ ０ ２ に 、 ユ ー ザ の 頭 を 挿 入 す る （ ユ ー ザ が 頭 か ら か ぶ る ） こ と に よ り  
、 マ ス ク を 取 付 け な い 状 態 で も 、 ユ ー ザ 頭 部 に 装 着 固 定 可 能 と な る 。 ま た 、 マ ス ク 固 定 具  
１ ０ ０ が こ の よ う な 構 造 を と る こ と に よ っ て 、 例 え ば 看 護 師 と い っ た マ ス ク 装 着 介 助 者 は  
、 ユ ー ザ で あ る 患 者 が ベ ッ ド 上 で 枕 の 上 に 頭 部 を 載 せ た 状 態 、 あ る い は 頭 部 や 顔 面 外 傷 治  
療 後 の 各 種 装 具 装 着 状 態 に お い て も 、 マ ス ク 固 定 具 や マ ス ク を 難 な く 装 着 さ せ る こ と が 可  
能 と な る 。 特 に 、 マ ス ク 固 定 具 が 伸 縮 性 の あ る 素 材 で で き て い る た め 、 装 着 介 助 が 極 め て  
行 い や す く な る 。 さ ら に 、 伸 縮 性 の な い 素 材 に よ っ て ユ ー ザ で あ る 患 者 の 皮 膚 を 傷 つ け た  
り 、 治 療 関 連 装 具 に ひ っ か け て 外 し て し ま っ た り と い う よ う な 医 療 事 故 （ イ ン シ デ ン ト や  
ア ク シ デ ン ト ） リ ス ク を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 ベ ル ト １ ０ ２ ～ １ ０ ７ が 伸 縮 性 の あ  
る 部 材 の 場 合 は 仮 に 治 療 関 連 装 具 に 引 っ 掛 か っ て も マ ス ク か ら 外 れ る 可 能 性 が 低 く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 装 着 時 に は 、 環 状 部 材 ２ ０ １ は 、 ユ ー ザ の 前 頭 部 の 真 ん 中 、 あ る い は 中 央 付 近 に 配 置 さ  
れ る 。 ベ ル ト １ ０ ２ 、 １ ０ ３ が 概 ね 左 右 対 称 に 構 成 さ れ る た め 、 装 着 時 の フ ィ ッ ト 感 が よ  
く 、 美 観 も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ベ ル ト １ ０ ２ ～ １ ０ ７ は 全 て 伸 縮 性 の あ る 、 あ る い は 伸 縮 自 在 な 部 材 で 形 成 さ れ て い る  
た め 、 そ の 弾 性 に よ り 、 マ ス ク を 適 正 な 圧 力 で 顔 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 中 央  
支 持 部 １ ０ １ を 含 む マ ス ク 固 定 具 全 体 に 伸 縮 性 を 持 た せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ベ ル ト １ ０ ４ ～ １ ０ ７ の 先 端 に は 、 マ ス ク の 仕 様 に 応 じ た 取 付 具 ２ ０ ４ ～ ２ ０ ７ が 取 り  
付 け ら れ て い る 。 こ こ で は 、 マ ス ク か ら 突 き 出 し た 棒 状 部 を 穴 に 通 し て 引 掛 け る フ ッ ク 型  
の メ ス コ ネ ク タ を 取 付 具 ２ ０ ４ ～ ２ ０ ７ と し て 示 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は  
な く 、 あ ら ゆ る 取 付 具 を 取 り 付 け る こ と が で き 、 ユ ー ザ が 自 由 に 変 更 可 能 で あ る 。 例 え ば  
、 マ ス ク 側 に 設 け ら れ て 環 状 部 に ベ ル ト １ ０ ４ ～ １ ０ ７ の 先 端 を 通 し て 折 り 曲 げ て 、 面 テ  
ー プ に よ り 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ は 、 ユ ー ザ ３ ０ ０ が マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ の み を 装 着 し た 状 態 （ 正 面 図  
、 右 側 面 図 、 お よ び 背 面 図 ） を 示 す 。 中 央 支 持 部 １ ０ １ と 、 接 続 さ れ た 一 対 の ベ ル ト １ ０  
２ 、 １ ０ ３ と に よ っ て 形 成 さ れ た 輪 ２ ０ ２ に 、 ユ ー ザ ３ ０ ０ の 頭 頂 部 か ら 後 頭 部 に か け た  
３ ０ １ が す っ ぽ り と 嵌 り 、 マ ス ク を 取 付 け な い 状 態 で も 、 安 定 的 に ユ ー ザ 頭 部 に 装 着 さ れ  
て い る 。 伸 縮 性 の あ る 部 材 が 安 定 的 に 頭 部 に 装 着 さ れ て い る こ と よ り 、 ユ ー ザ は 不 快 感 が  
な い 、 不 快 感 が 少 な い と い う よ り は 、 装 着 し て い る こ と を む し ろ 快 適 と す ら 感 じ る こ と が  
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ベ ル ト １ ０ ６ ， １ ０ ７ は 、 中 央 支 持 部 １ ０ １ か ら 斜 め 下 方 に 延 設 さ れ て い る た め  
、 ね じ れ る こ と な く き れ い に 首 に 沿 っ て 垂 れ 下 が る 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ ３ ０ ０ が マ ス ク  
固 定 具 １ ０ ０ の み を 装 着 し た 状 態 で も 、 ユ ー ザ ３ ０ ０ は 違 和 感 を 感 じ た り 、 マ ス ク 固 定 具  
１ ０ ０ の 離 脱 や ズ レ を 心 配 す る こ と な く 、 食 事 や 飲 水 、 洗 顔 、 化 粧 、 喫 煙 、 薬 剤 の 点 眼 ・  
点 鼻 、 口 腔 内 ・ 口 周 囲 に 対 す る ケ ア （ 例 え ば 歯 磨 き や 髭 剃 り ） な ど 、 他 の 作 業 を 行 う こ と  
が で き る 。 な お 、 マ ス ク 固 定 具 全 体 ま た は そ の 一 部 の 表 面 と 裏 面 の 素 材 や 色 を 変 え る 、 あ  
る い は 文 字 や 印 、 イ ラ ス ト を 用 い る こ と で 、 固 定 具 装 着 の 際 に 表 裏 が 理 解 し や す く な る よ  
う に 視 認 性 や 、 触 覚 に よ る 認 識 性 を 向 上 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 、 マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ の 片 側 の ベ ル ト １ ０ ６ の み に 人 工 呼 吸 器 用 マ ス ク ６ ０ ０ を  
取 り 付 け た 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 こ の よ う に 、 顔 か ら マ ス ク ６ ０ ０ を 外 し た 状 態 で も  
マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ を 装 着 し た ま ま で い る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ ー は 病 院 等  
の 医 療 現 場 や 、 工 事 現 場 の よ う に マ ス ク を 置 く と 不 衛 生 と な る な る よ う な 場 所 で マ ス ク を  
マ ス ク 固 定 具 に 接 続 し た 状 態 で 、 衛 生 的 に 着 脱 ど ち ら の 状 態 で も 維 持 す る こ と が 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 固 定 具 １ ０ ０ の み を 頭 部 へ し っ か り と 装 着 で き る の で マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ を  
頭 か ら か ぶ っ て 装 着 し て か ら 、 ベ ル ト １ ０ ４ ～ １ ０ ７ を マ ス ク に 一 つ 一 つ ゆ っ く り と 取 り  
付 け る こ と が で き る 。 こ の た め 、 手 先 が 器 用 で な く と も 、 一 人 で 確 実 に マ ス ク を 顔 に 装 着  
す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 固 定 具 全 体 、 あ る い は そ の 一 部 に 伸 縮 性 の あ る 素 材 を 用 い  
る こ と で 、 こ れ と は 逆 に 、 あ ら か じ め マ ス ク を セ ッ ト し た 状 態 の マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ を 被  
る こ と も 可 能 で あ る 。 ユ ー ザ 、 あ る い は 看 護 師 な ど の マ ス ク 装 着 介 助 者 は 、 自 身 の や り や  
す い よ う に 装 着 方 法 を 適 宜 選 択 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 来 の マ ス ク 固 定 具 は 全 体 的 な 伸 縮 性 が な い か 、 ま た は 一 部 伸 縮 性 の な い 部 分 が 存 在 す  
る た め 、 マ ス ク が 所 々 顔 に フ ィ ッ ト せ ず 、 マ ス ク が 浮 い た り 、 皮 膚 と の 間 に 隙 間 が 生 じ た  
り し て 密 閉 性 を 確 保 で き な い 状 況 が 生 じ え た 。 つ ま り 、 人 工 呼 吸 使 用 時 の リ ー ク の 原 因 と  
な っ た り 、 防 塵 マ ス ク が 機 能 せ ず 肺 に 粉 塵 を 吸 い 込 む 原 因 と な る こ と が あ っ た 。 し か し 、  
本 実 施 形 態 に か か る マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ は 、 そ の 構 造 あ る い は 伸 縮 性 を 有 す る こ と で 頭 全  
体 に フ ィ ッ ト す る た め 、 マ ス ク の 密 閉 性 を 確 保 し た 上 で 、 さ ら に ユ ー ザ に 心 地 良 さ を 与 え  
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る こ と が で き る 。 特 に 、 ベ ル ト １ ０ ２ 、 １ ０ ３ の 接 続 箇 所 が 、 後 頭 部 や 頭 頂 部 で は な く 、  
前 頭 部 側 で あ る た め 、 後 頚 部 に 位 置 す る 中 央 支 持 部 １ ０ １ と 挟 み 込 む よ う な 構 造 と な っ て  
お り ず り 落 ち に く い 。 こ の よ う な 良 好 な 支 持 性 を 有 す る た め 、 ユ ー ザ は あ ら か じ め 固 定 具  
を 装 着 し て か ら マ ス ク を 接 続 す る こ と も ス ト レ ス を 感 じ ず に 行 う こ と が で き 、 マ ス ク を 固  
定 具 に 装 着 し て か ら す っ ぽ り 頭 に か ぶ る よ う な 装 着 の し か た も 困 難 な く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ 、 図 ８ は 、 マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ に 取 り 付 け ら れ た 蛇 腹 マ ス ク ７ ０ ０ を 装 着 し た 状 態  
を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 蛇 腹 マ ス ク ７ ０ ０ は 、 蛇 腹 部 ７ ０ １ を 有 し 、 ユ ー ザ の 顔 の 形 に 追 従 す る と と も に 、 呼 吸  
に 合 わ せ て 、 内 部 の 容 積 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 蛇 腹 部 ７ ０ １ は 、 柔 ら か い 樹 脂 で 形  
成 さ れ て い る 。 蛇 腹 マ ス ク ７ ０ ０ は 、 透 明 硬 質 樹 脂 で 形 成 さ れ た 前 面 プ レ ー ト ７ ０ ２ を 備  
え て い る 。 前 面 プ レ ー ト ７ ０ ２ は 、 亀 の 甲 羅 の よ う に 湾 曲 し た 形 状 と な っ て い る 。 前 面 プ  
レ ー ト ７ ０ ２ を 介 し て ユ ー ザ の 口 元 を ク リ ア に 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 面 プ レ ー ト ７ ０ ２ に は 、 ４ 本 の ピ ン ７ ２ １ ～ ７ ２ ４ が 設 け ら れ て お り 、 そ れ ぞ れ 、 取  
付 具 ２ ０ ４ ～ ２ ０ ７ と 係 合 す る こ と が で き る 。 ピ ン ７ ２ １ と 取 付 具 ２ ０ ４ を 同 色 （ 例 え ば  
赤 ） に 着 色 し 、 ピ ン ７ ２ ２ と 取 付 具 ２ ０ ５ を 同 色 （ 例 え ば 青 ） に 着 色 し 、 ピ ン ７ ２ ３ と 取  
付 具 ２ ０ ６ を 同 色 （ 例 え ば 緑 ） に 着 色 し 、 ピ ン ７ ２ ４ と 取 付 具 ２ ０ ７ を 同 色 （ 例 え ば 黄 ）  
に 着 色 す れ ば 、 ベ ル ト と ピ ン と の 対 応 関 係 が 明 確 に な り 、 取 り 付 け の ミ ス を へ ら す こ と が  
可 能 と な る 。 つ ま り 、 ４ か 所 の 取 付 具 を 全 て 別 々 の 色 な ど に し て 、 ４ つ の ピ ン の 色 な ど に  
対 応 さ せ て も よ い 。 上 述 し た よ う に 各 ベ ル ト の 色 、 素 材 、 材 質 、 デ ザ イ ン を 各 ピ ン や 取 付  
具 に 対 応 さ せ る こ と も で き る 。 な お 、 例 え ば 上 半 分 （ ピ ン ７ ２ １ 、 ７ ２ ２ に 該 当 ） や 、 下  
半 分 （ ピ ン ７ ２ ３ 、 ７ ２ ４ に 該 当 ） 、 あ る い は 左 右 （ ピ ン ７ ２ ２ 、 ７ ２ ４ と 、 ピ ン ７ ２ １  
、 ７ ２ ３ ） を 識 別 す る よ う な 組 み 合 わ せ に 選 ん で も 、 ベ ル ト を マ ス ク に 容 易 に 取 り 付 け る  
こ と が で き 、 そ の 組 み 合 わ せ 方 法 は 自 由 に 選 択 可 能 で あ る 。 ベ ル ト １ ０ ２ ～ １ ０ ７ に 加 え  
て 、 蛇 腹 マ ス ク の ピ ン ７ ２ １ ～ ７ ２ ４ 、 あ る い は 取 付 具 ２ ０ ４ ～ ２ ０ ７ を 個 別 に 変 更 可 能  
な 仕 様 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ は 、 蛇 腹 マ ス ク ７ ０ ０ の み を 後 方 斜 め 上 （ ユ ー ザ の 目 の 位 置 ） か ら 見 た 図 で あ る 。  
蛇 腹 マ ス ク ７ ０ ０ の 蛇 腹 部 ７ ０ １ に は 、 帯 状 部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ が 取 り 付 け ら て い る 。 帯 状  
部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ は 、 右 ３ 本 、 左 ３ 本 と な っ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、  
左 右 ２ 本 ず つ で も い い し 、 左 右 で 本 数 が 異 な っ て も よ い 。 帯 状 部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ は 、 そ れ  
ぞ れ 、 蛇 腹 部 ７ ０ １ に 沿 っ て 前 後 方 向 に 延 び る 部 材 で あ る 。 帯 状 部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ を 、 蛇  
腹 部 ７ ０ １ と 同 じ 剛 性 、 あ る い は 高 い 剛 性 の 樹 脂 に よ り 形 成 す る こ と で 、 蛇 腹 部 ７ ０ １ に  
対 し て 取 り 付 け る 帯 状 部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ の 本 数 に よ り 、 蛇 腹 部 ７ ０ １ の 前 後 伸 縮 性 を 皮 膚  
に 当 接 す る 個 所 に よ っ て 変 え る こ と が で き る 。 帯 状 部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ の 位 置 に よ っ て 、 断  
面 形 状 （ 幅 、 太 さ 、 高 さ ） を 変 え て も よ い 。 帯 状 部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ を 設 け る こ と に よ り 、  
鼻 の 両 側 の 皮 膚 （ 目 の 下 の 上 顎 骨 部 分 ） に 対 し て 、 蛇 腹 部 ７ ０ １ の 端 面 ９ １ １ ， ９ １ ２ を  
し っ か り と 密 着 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 帯 状 部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ は 、 蛇 腹 部 ７ ０ １ と 一 体  
的 に 形 成 さ れ て も よ い し 、 別 体 で 形 成 さ れ て 、 後 か ら 貼 着 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ９ で は 、 蛇 腹 部 ７ ０ １ の 上 面 に 取 り 付 け ら れ た 帯 状 部 ９ ０ １ ～ ９ ０ ６ の み を 示 し て い  
る が 、 蛇 腹 部 ７ ０ １ の 下 面 に も 同 様 の 材 質 の 帯 状 部 を 取 り 付 け て も よ い 。 例 え ば 、 蛇 腹 部  
７ ０ １ の 下 面 に 、 左 右 ４ 本 ず つ の 帯 状 部 を 、 上 面 の 左 右 帯 状 部 よ り も 間 隔 を あ け て 取 り 付  
け れ ば 、 ユ ー ザ の 頬 に 対 し て し っ か り と 蛇 腹 部 ７ ０ １ を 密 着 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ  
の よ う に 帯 状 部 の 数 や 幅 を 変 え る こ と で 、 マ ス ク の 上 下 を 認 識 容 易 に で き る 。 各 帯 状 部 の  
色 や 素 材 、 デ ザ イ ン を 適 宜 変 え て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 蛇 腹 部 ７ ０ １ の 顔 側 （ 後 方 ） 端 部 は 内 側 に 折 り 込 ま れ 、 鼻 の 形 に 沿 う よ う に 凹 部 ９ １ ３  
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が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 顔 と の 接 触 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 漏 れ を ふ せ ぐ  
。 ま た 、 凹 部 ９ １ ３ の 両 側 の 端 面 ９ １ １ 、 ９ １ ２ を 広 く （ 凸 状 に ） 形 成 す る こ と で 、 よ り  
バ リ エ ー シ ョ ン の 多 い 鼻 根 部 の 形 状 に フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
蛇 腹 マ ス ク ７ ０ ０ の 場 合 、 そ の 伸 縮 に 合 わ せ て 、 マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ が 追 随 し て 伸 縮 す る  
た め 、 常 に 顔 に マ ス ク が 一 定 の 圧 力 で 押 し 当 て ら れ 、 空 気 の 漏 れ （ リ ー ク ） を 防 止 す る こ  
と が で き る 。 さ ら に 全 体 的 な 伸 縮 性 の 乏 し い 従 来 の マ ス ク 固 定 具 で 起 こ っ て い た 褥 瘡 等 の  
皮 膚 障 害 、 圧 損 傷 を 予 防 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ［ 第 ２ 実 施 形 態 ］
　 次 に 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ ０ に つ い て 、 図 １ ０ を 用 い て 説 明  
す る 。 図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ ０ の 形 状 を 説 明 す る た め の 展 開 図  
で あ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 １ ０ ０ ０ は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 比 べ る と 、 中 央  
支 持 部 １ ０ ０ １ の 上 辺 が 直 線 状 と な っ て い る 点 で 異 な る 。 そ の 他 の 構 成 お よ び 動 作 は 、 第  
２ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 同 じ 構 成 お よ び 機 能 に つ い て は 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 詳 し  
い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ［ 第 ３ 実 施 形 態 ］
　 次 に 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 １ １ ０ ０ に つ い て 、 図 １ １ を 用 い て 説 明  
す る 。 図 １ １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 １ １ ０ ０ の 形 状 を 説 明 す る た め の 展 開 図  
で あ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク 固 定 具 １ １ ０ ０ は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 比 べ る と 、 腕 部  
１ １ １ １ ， １ １ １ ２ を 備 え た 中 央 支 持 部 １ １ ０ １ が 台 形 形 状 と な っ て い る 点 で 異 な る 。 そ  
の 他 の 構 成 お よ び 動 作 は 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 同 じ 構 成 お よ び 機 能 に つ い て  
は 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ［ 他 の 実 施 形 態 ］
　 以 上 、 実 施 形 態 を 参 照 し て 本 願 発 明 を 説 明 し た が 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ  
る も の で は な い 。 本 願 発 明 の 構 成 や 詳 細 に は 、 本 願 発 明 の 技 術 的 範 囲 で 当 業 者 が 理 解 し 得  
る 様 々 な 変 更 を す る こ と が で き る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 実 施 形 態 に 含 ま れ る 別 々 の 特 徴 を 如  
何 様 に 組 み 合 わ せ た シ ス テ ム ま た は 装 置 も 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ る 。
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【 要 約 】
【 課 題 】 マ ス ク の 着 脱 が 容 易 な マ ス ク 固 定 具 を 提 供 す る こ と 。
【 解 決 手 段 】 マ ス ク を 顔 に 固 定 す る た め の マ ス ク 固 定 具 で あ っ て 、 未 装 着 展 開 状 態 で 左 右  
に 延 び た 第 １ 、 第 ２ 腕 部 を 有 し 、 装 着 時 に ユ ー ザ の 後 頸 部 ま た は 後 頭 部 の 少 な く と も 一 部  
を 覆 う 中 央 支 持 部 と 、 展 開 時 に 第 １ 、 第 ２ 腕 部 か ら 斜 め 上 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 １ ベ  
ル ト で あ っ て 、 装 着 時 に は 、 ユ ー ザ の 前 頭 部 に お い て 、 そ の 端 部 同 士 が 接 続 さ れ る 一 対 の  
第 １ ベ ル ト と 、 展 開 時 に 第 １ 、 第 ２ 腕 部 か ら 斜 め 下 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 ２ ベ ル ト で  
あ っ て 、 装 着 時 に は 、 ユ ー ザ の 顔 の 前 面 に お い て 、 そ の 端 部 が マ ス ク 上 部 に 接 続 さ れ る 一  
対 の 第 ２ ベ ル ト と 、 展 開 時 に 中 央 支 持 部 か ら 斜 め 下 方 向 に 延 設 さ れ た 一 対 の 第 ３ ベ ル ト で  
あ っ て 、 装 着 時 に は 、 ユ ー ザ の 顔 の 前 面 に お い て 、 そ の 端 部 が マ ス ク 下 部 に 接 続 さ れ る 一  
対 の 第 ３ ベ ル ト と 、 を 備 え た マ ス ク 固 定 具 。
【 選 択 図 】   図 １
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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